
　

萩
山
神
社
春
祭
り
が
３
月
28
、
29
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
と
も
晴
天
に
恵

ま
れ
、
ま
た
例
年
よ
り
桜
の
開
花
が
早
く

満
開
の
桜
の
も
と
で
楽
し
く
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

28
日
の
宵
祭
り
は
荒
神
社
か
ら
安
養
寺

ま
で
、
子
供
連
が
曳
く
囃
子
屋
台
と
獅
子

舞
の
道
中
が
あ
り
ま
し
た
。
29
日
の
本
祭

り
は
、
今
回
は
パ
ー
ス
側
の
事
情
で
パ
ー

ス
公
演
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
出
砂

原
お
祭
り
広
場
で
の
公
演
に
続
き
、
安
養

寺
か
ら
萩
山
神
社
ま
で
参
道
を
上
り
、
無
事
に
奉
納
を
終
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
３
人
の
獅
子
曳
き
子
ど
も
の
年
齢
が
い
つ
も
よ
り
低
く
、
大

人
た
ち
は
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
人
と
も

頑
張
っ
て
最
後
ま
で
務
め
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
神
社
の
本
祭
で

は
、
女
子
児
童
６
人
が
息
を
合
せ
て
浦
安
の
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
本
祭
り
の
29
日
に
初
の
春
祭
り
マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ

れ
、
区
民
会
館
北
駐
車
場
～
安
養
寺
～
ダ
イ
コ
ク
グ
ラ
の
一
帯
に
多
く

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
出
店
、
大
道
芸
な
ど
が
並
び
、
ひ
と
き
わ
多
く
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
事
前
に
マ
ル
シ
ェ
関
係
者
が
広
く
外
部
に
宣

伝
し
て
く
れ
た
効
果
で
町
外
か
ら
も
多
数
の
見
物
客
が
訪
れ
、
こ
の
春

祭
り
も
新
た
な
歴
史
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
、３
年
の
諸
物
価
高
騰
と
会
費
収
入
の
減
少
で

春
祭
り
も
財
政
難
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら

地
元
の
企
業
の
皆
様
か
ら
協
賛
金
を
募
る
こ
と
と
し
、
幸

い
多
く
の
企
業
の
協
力
を
得
て
、
伝
統
あ
る
春
祭
り
の
継

続
に
ひ
と
ま
ず
目
途
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
獅
子
舞
は
寛
政
８（
１
７
９
６
）年
に
始
ま
り
、
今

年
で
２
３
０
周
年
の
節
目
と
な
り
ま
し
た
。戦
争
や
災
害
、

感
染
症
な
ど
の
試
練
を
超
え
、
ま
た
時
代
の
変
化
に
合
わ

せ
て
運
営
体
制
を
変
え
な
が
ら
、
地
域
の
力
を
結
集
し
て

続
け
て
き
た
祭
り
。
末
永
く
続
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

萩山神社春祭り　初開催のマルシェにぎわう
青空と満開の桜のもとで
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区
の
状
況
と
取
り
組
み

　

伝
統
の
萩
山
神
社
春
祭
り
が

３
月
28
・
29
日
、
天
気
に
も
恵

ま
れ
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
い
準
備
と
練
習
で
獅
子
曳
き

や
獅
子
舞
、
お
囃
子
な
ど
も
立

派
で
、
今
年
は
マ
ル
シ
ェ
な
ど

の
参
加
も
あ
っ
て
賑
や
か
な
お

祭
り
が
で
き
ま
し
た
。
幹
事
会

を
中
心
に
関
係
の
皆
様
に
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
度
も
変
わ
り
、
ご
支
援
を

頂
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
な
が
ら
、
以
下
の
方
針
を

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

①
自
治
会
の
加
入
率
が
50
％

を
切
る
よ
う
な
状
況
で
、
ま
す

ま
す
加
入
者
の
不
公
平
感
や
全

体
の
差
別
化
分
断
が
深
ま
っ
て

い
く
。
新
し
い
自
治
組
織
の
あ

り
方
に
つ
い
て
町
で
も
「
自
治

組
織
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
と
連
動

し
て
、
多
く
の
皆
様
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
る
。

　

②
安
心
安
全
の
た
め
の
道
路

な
ど
生
活
基
盤
整
備
は
当
然
、

災
害
対
応
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通

し
て
危
険
個
所
の
対
処
を
し
て

い
く
。

　

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
春

夏
の
お
祭
り
や
敬
老
祭
な
ど
は

よ
り
多
く
の
区
民
の
皆
様
に

「
ゆ
る
く
」
参
加
し
て
頂
け
る

企
画
と
し
て
い
き
た
い
。

　

④
将
来
に
向
け
て
必
要
な
費

用
に
つ
い
て
は
、
皆
様
の
浄
財

で
あ
る
資
金
や
資
産
活
用
も
前

向
き
に
使
わ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

⑤
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
加
入

　

銚
子
ケ
洞
は
、
４
区
会
所
付

近
に
あ
る
新
井
川
の
上
流
の
松

岡
城
址
と
松
岡
南
城
址
の
間
に

あ
る
山
林
の
沢
で
す
。

　

こ
の
銚
子
ケ
洞
の
下
流
は
住

令和８年度 下市田区のおもな事業・行事
月日（曜日） 事　業・行　事
４月12日（日）春の里道作り
４月19日（日）常会長・役職者合同会議
４月25日（土）用排水路清掃(井ざらい）
４月29日（水）松岡城址新緑（はる）の会
５月10日（日）ごみゼロ運動(町）
６月14日（日）河川清掃
６月15日（月）区報・館報「萩の郷」第124号発行
７月25日（土）萩の郷夏祭り
８月22日（土）萩山神社　風祭
９月６日（日）全町一斉防災訓練
９月12日（土）萩山神社　秋季例祭　夕祭
９月13日（日）萩山神社　秋季例祭　本祭
９月26日（土） 防災研修会

９月27日（日）
秋のごみゼロ運動（区）
萩の郷ふれあい広場（敬老祭）

10月上旬 秋の里道作り
10月15日（木）区報・館報「萩の郷」第125号発行
10月18日（日）松岡城秋の陣
10月24日（土）高森ふるさと祭り
11月８日（日）萩山神社　七五三祝
11月23日（月）萩山神社　新嘗祭
12月13日（日）萩山神社　大祓式
１月１日（金）萩山神社　初詣・元旦祭
１月17日（日）萩の郷新春ゲームパーク
２月下旬 防災研修会
２月14日（日）地元町議会議員と区民の懇談会
２月15日（月）区報・館報「萩の郷」第126号発行
３月27日（土）萩山神社春祭り（宵祭り）
３月28日（日）萩山神社春祭り（本祭り）

未
加
入
に
関
わ
ら
な
い
よ
り
多

く
の
皆
様
の
た
め
に
、
多
く
の

皆
様
に
参
加
し
て
頂
き
、「
地

域
づ
く
り
委
員
会
」
を
は
じ
め

多
く
の
皆
様
の
意
見
を
頂
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

　

以
上
の
中
で
具
体
的
に
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
で
危
険
個
所
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
た
新
井
川
の

段
丘
に
あ
っ
た
倒
木
等
を
、
町

の
地
区
計
画
に
併
せ
て
区
の
費

用
も
い
れ
て
整
備
し
ま
し
た
。

「
地
域
づ
く
り
委
員
会
」
も
３

期
目
と
な
り
、
幅
広
い
検
討
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
区
民
の
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宅
や
農
地
が
密
集
し
て
い
る
地

域
で
す
が
、
防
災
委
員
会
の
危

険
個
所
パ
ト
ロ
ー
ル
で
河
川
内

に
倒
木
が
多
く
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
台
風
や
大
雨
に
よ
る
鉄

砲
水
や
山
津
波
な
ど
の
心
配
が

生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

下
市
田
区
の
地
区
計
画
で

倒
木
処
理
を
要
望
し
た
と
こ

ろ
、
町
で
令
和
７
年
度
事
業
と

し
て
延
長
１
０
０
ｍ
、
工
事
費

１
６
０
万
円
で
工
事
を
実
施
し

て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

区
間
だ
け
で
は
安
心
安
全
に
な

る
に
は
数
年
か
か
る
と
の
こ
と

で
、
追
加
の
区
間
に
下
市
田
区

単
独
で
工
事
費
を
投
入
し
て
一

刻
も
早
く
防
災
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
に
し
、
こ
の
３
月
末
に

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

倒
木
処
理
が
完
了
し
た
区
間

は
一
見
親
水
公
園
か
と
思
え
る

よ
う
に
見
違
え
、
下
流
域
の
皆

様
の
生
命
・
財
産
を
守
る
事
業

に
な
り
ま
し
た
。

　

区
で
は
今
後
も
銚
子
ケ
洞
の

ほ
か
間
ケ
沢
や
巡
礼
沢
の
状
況

を
踏
ま
え
、
同
様
の
防
災
事
業

を
町
と
と
も
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

倒木処理が進んだ銚子ケ洞
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昨年の河川清掃（２区）

　

高
森
町
で
は
毎
年
６
月
に
町

主
催
で
全
町
一
斉
河
川
清
掃
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
自
治
組
織
な
ど
が
主
体

的
に
実
施
す
る
方
式
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

河
川
清
掃
は
近
年
、
参
加
者

の
減
少
や
地
域
の
高
齢
化
等
に

よ
っ
て
作
業
の
大
変
さ
と
け
が

や
熱
中
症
の
心
配
が
増
す
と
と

も
に
、
自
治
会
未
加
入
者
と
の

間
の
不
公
平
感
も
大
き
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
下
市
田
区

の
中
で
も
自
治
会
に
よ
っ
て
出

不
足
金
の
有
無
な
ど
に
違
い
が

生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

町
は
試
験
的
に
令
和
５
年
度

か
ら
参
加
者
に
１
人
千
円
の
商

品
券
を
配
布
。
下
市
田
区
で
は

６
年
度
か
ら
全
面
的
に
出
不

足
金
を
廃
止
し
て
自
主
参
加

と
な
り
、
参
加
者
は
４
年
度

の
６
９
２
人
か
ら
６
年
度
は

６
３
１
人
に
減
り
ま
し
た
が

（
５
年
度
は
大
雨
で
中
止
）、
引

き
続
き
多
く
の
区
民
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

町
は
７
年
度
、
河
川
清
掃
の

今
後
に
つ
い
て
区
長
会
と
意
見

交
換
し
な
が
ら
検
討
。
８
年
度

か
ら
町
主
催
に
よ
る
全
町
一
斉

の
実
施
を
や
め
、
か
わ
り
に
自

治
組
織
な
ど
が
主
体
的
に
実
施

し
た
場
合
は
「
感
謝
の
意
」
と

し
て
参
加
者
に
30
分
あ
た
り

５
０
０
円（
上
限
３
千
円
）の
河

川
清
掃
報
奨
金
を
支
払
い
、
刈

払
機
、
軽
ト
ラ
な
ど
の
使
用
に

対
し
て
は
各
区
に
河
川
清
掃
補

助
金
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
報
奨
金
の
対
象
に
な
る
の

は
除
草
や
支
障
木
の
伐
採
・
除

去
な
ど
の
作
業
で
す
。

　

一
方
、
町
と
し
て
は
除
草
は

行
わ
ず
、
堆
積
土
砂
や
樹
木
の

除
去
を
業
者
に
委
託
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

下
市
田
区
で
は
河
川
清
掃
を

継
続
す
る
か
否
か
を
含
め
て
代

議
員
会
で
話
し
合
い
を
重
ね
た

結
果
、
上
流
域
の
他
区
が
い
ず

れ
も
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
、

下
市
田
区
と
し
て
も
継
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

安
全
第
一
で
危
険
な
こ
と
は

絶
対
せ
ず
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
「
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と

を
少
し
で
も
み
ん
な
と
や
る
」

と
い
う
形
で
実
施
し
ま
す
。
高

齢
世
帯
の
作
業
免
除
、
各
自
治

会
の
担
当
区
域
や
人
数
割
り
な

ど
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
今

後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【歳入の部】	 （単位：円、▲は減）
項　　目 ８ 年 度 ７ 年 度 比較増減

前 期 繰 越 金 7,887,000 6,000,000 1,887,000
区 費 14,500,000 14,720,000 ▲ 220,000
町 支 出 金 7,700,000 11,689,000 ▲ 3,989,000
財 産 収 入 1,030,000 1,039,000 ▲ 9,000
自 治 会 負 担 金 1,010,000 2,884,000 ▲ 1,874,000
消 防 協 力 金 1,000,000 1,450,000 ▲ 450,000
諸 収 入 金 150,000 995,000 ▲ 845,000
繰 入 金 0 0 0
合　　計 33,277,000 38,777,000 ▲ 5,500,000

【支出の部】	 （単位：円、▲は減）
項　　目 予 算 額 決 算 額 増　　減

総 務 費 16,859,000 16,857,811 ▲ 1,189
環 境 衛 生 費 531,000 529,490 ▲ 1,510
林 務 費 724,000 722,646 ▲ 1,354
土 木 水 利 費 3,867,000 3,865,243 ▲ 1,757
防 災 費 2,063,000 2,060,346 ▲ 2,654
公 民 館 費 2,080,000 2,080,000 0
予 備 費 7,804,000 0 ▲ 7,804,000
繰 出 金 5,825,000 5,824,096 ▲ 904
合　　計 39,753,000 31,939,632 ▲ 7,813,368

【歳出の部】	 （単位：円、▲は減）
項　　目 ８ 年 度 ７ 年 度 比較増減

報 酬 3,980,000 3,090,000 890,000
諸 手 当 2,130,000 2,265,000 ▲ 135,000
報 償 費 10,000 0 10,000
旅 費 150,000 0 150,000
交 際 費 200,000 150,000 50,000
需 用 費 2,950,000 3,340,000 ▲ 390,000
役 務 費 920,000 580,000 340,000
委 託 料 1,960,000 540,000 1,420,000
使用料及び賃借料 860,000 690,000 170,000
工 事 請 負 費 4,650,000 12,187,000 ▲ 7,537,000
備 品 購 入 費 850,000 100,000 750,000
負担金補助及び交付金 12,700,000 8,789,000 3,911,000
積 立 金 0 0 0
繰 出 金 0 0 0
予 備 費 1,917,000 7,046,000 ▲ 5,129,000
合　　計 33,277,000 38,777,000 ▲ 5,500,000

令和７年度 下市田区一般会計決算
（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

歳入総額　39,826,668円
歳出総額　31,939,632円
差引残高　 7,887,036円

令和８年度 下市田区一般会計予算
令和８年５月８日　補正１号

（令和８年４月１日～令和９年３月31日）
歳入・歳出総額　33,277,000円

【歳入の部】	 （単位：円、▲は減）
項　　目 予 算 額 決 算 額 増　　減

前 期 繰 越 金 13,589,000 13,589,287 287
区 費 14,323,000 14,365,046 42,046
町 支 出 金 5,600,000 5,600,933 933
財 産 収 入 1,039,000 1,039,502 502
地 元 負 担 金 293,000 293,870 870
消 防 協 力 金 1,040,000 1,040,000 0
諸 収 入 金 3,889,000 3,898,030 9,030
繰 入 金 0 0 0
合　　計 39,773,000 39,826,668 53,668

※令和７年度決算の表の予算額は補正後の額、
　令和８年度予算の表の７年度は当初予算の額。

　

下
市
田
区
、
下
市
田
支
館
、

萩
山
神
社
の
令
和
７
年
度
会
計

決
算
の
監
査
が
４
月
24
日
に
行

わ
れ
、
い
ず
れ
も
適
正
と
認
め

ら
れ
て
、
５
月
の
代
議
員
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
計
決
算
を
承
認
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下
市
田
支
館
事
業
の
令
和
７

年
度
「
地
元
町
議
会
議
員
と
区

民
の
懇
談
会
」
は
２
月
15
日
、

区
民
会
館
で
開
き
、
自
治
会
役

職
者
や
団
体
代
表
者
、
一
般
区

民
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
て
下

市
田
区
の
議
員
４
氏
と
質
疑
や

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に

議
員
４
氏
か
ら
書
面
で
回
答
を

い
た
だ
き
、
当
日
、
資
料
に
ま

と
め
て
参
加
者
に
配
布
し
ま
し

た
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

Q　
昨
年
７
月
の
町
議
選
は
２

期
連
続
の
無
投
票
と
な
っ
た
。

議
員
の
立
場
か
ら
見
て
何
が
負

担
か
？　

今
後
ど
う
い
う
取
り

組
み
が
必
要
か
？

三
浦
喜
久
夫
議
員　
「
議
会
議

員
＝
選
挙
」
で
選
挙
活
動
が
負

担
。
議
会
と
し
て
は
、
情
報
発

信
・
住
民
参
加
の
取
り
組
み
と

し
て
議
会
主
催
の
懇
談
会
を
実

施
し
た
。
議
会
を
知
り
、
も
っ

と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
議

会
づ
く
り
の
た
め
に
議
会
改
革

を
進
め
る
。

福
沢
嘉
言
議
員　
若
者
が
生
活

　

今
回
は
新
し
い
試
み
と
し
て

懇
談
会
の
後
半
、
４
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
議
員
と
車
座
で
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
共
通
の
話
題
の
１
つ
と
し

て
国
道
４
車
線
化
の
問
題
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

す
る
に
は
歳
費
が
安
く
、
ま
た

落
選
し
た
ら
た
だ
の
人
で
、
他

に
収
入
の
な
い
人
に
は
キ
ツ

イ
。
行
事
参
加
も
多
い
。
議
員

の
兼
業
の
禁
止
、
選
挙
運
動
の

負
担
な
ど
の
面
で
、
立
候
補
を

考
え
て
い
る
人
に
は
、
そ
の
解

決
策
を
支
援
し
た
い
。

木
村
典
雄
議
員　
「
町
民
の
意

見
」
に
対
し
「
そ
れ
は
町
批
判

だ
」「
町
に
協
力
的
で
な
い
」
と

い
っ
た
受
け
止
め
を
さ
れ
た

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
誹
謗
中

傷
に
ま
で
至
っ
た
り
す
る
と
発

言
し
に
く
く
な
る
。
思
っ
て
い

る
こ
と
が
自
由
に
言
え
な
い
こ

と
は
議
員
に
な
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
水
を
差
す
。
ど
の
意
見

も
「
町
づ
く
り
を
考
え
て
の
意

見
」
と
し
て
尊
重
し
、
そ
の
上

で
「
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
」

の
議
論
が
自
由
に
で
き
る
場
を

多
く
し
て
い
く
。
子
ど
も
や
若

い
世
代
の
人
達
に
は
是
非
そ
う

し
た
機
会
を
多
く
し
た
い
。

久
保
田
稔
議
員　
負
担
を
考
え

る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
議
員
に

な
ろ
う
と
考
え
る
状
態
に
な

い
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
な
り
手

に
な
れ
る
よ
う
に
改
革
を
進
め

る
。
次
世
代
が
活
躍
で
き
る
町

に
し
て
い
く
た
め
に
若
い
世
代

の
力
、
考
え
方
が
必
要
だ
が
、

働
き
世
代
の
９
割
が
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
兼
業
は
難
し
い
と
考
え

地
元
町
議
会
議
員
と
区
民
の
懇
談
会

地
元
町
議
会
議
員
と
区
民
の
懇
談
会

議
員
の
な
り
手
を
広
げ
る
に
は

る
の
が
普
通
。
議
員
の
あ
り
方

も
今
ま
で
の
状
態
が
正
し
い
と

は
限
ら
ず
、
な
り
手
が
減
っ
て

い
る
現
状
を
考
え
て
、
認
識
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Q　
（
お
て
こ
の
会
か
ら
）保
育

士
や
学
童
指
導
員
の
不
足
を
早

急
に
補
っ
て
子
ど
も
の
安
全
の

確
保
を
。
思
春
期
の
女
子
に
対

応
す
る
た
め
指
導
員
は
男
女
１

人
ず
つ
必
要
。
ま
た
町
内
に
は

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
な
い
。
学

校
以
外
の
子
ど
も
の
居
場
所
が

必
要
。

三
浦
喜
久
夫
議
員　
子
ど
も
の

居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
は
必

要
。
友
達
と
一
緒
に
学
校
生
活

指
導
員
の
確
保
と

子
ど
も
居
場
所
を

を
楽
し
め
、
学
校
へ
行
き
た
い

と
思
え
る
子
ど
も
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
願
う
。

福
沢
嘉
言
議
員　
資
格
が
な
く

て
も
、
そ
の
活
動
に
ふ
さ
わ
し

い
人
な
ら
採
用
し
、
手
伝
っ
て

も
ら
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。

木
村
典
雄
議
員　
町
の
予
算
化

の
方
針
を
堅
持
し
、
応
募
者
が

い
な
い
理
由
を
探
っ
て
人
員
確

保
に
つ
な
げ
た
い
。
子
ど
も
の

居
場
所
に
つ
い
て
は
場
所
、人
、

予
算
な
ど
を
ま
と
め
て
運
営
す

る
困
難
さ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を

ク
リ
ア
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
示
す

必
要
が
あ
る
。

久
保
田
稔
議
員　
町
と
と
も
に

課
題
解
決
に
向
け
て
考
え
て
い

く
こ
と
だ
と
思
う
。

国
道
４
車
線
化
を
考
え
る

夕
映
え
道
路
と
の
接
続
も
課
題

　

現
在
、
上
伊
那
の
飯
島
町
以

北
は
国
事
業
に
よ
る
バ
イ
パ
ス

整
備
が
終
わ
り
、
一
方
、
飯
田

市
の
上
郷
～
座
光
寺
は
県
事
業

の
現
道
拡
幅
で
、
残
り
の
高
森

町
～
中
川
村
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
段
階
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
早
く
４
車

線
化
の
方
向
へ
」
と
、
逆
に

「
高
森
町
の
中
に
４
車
線
は
い

ら
な
い
。バ
イ
パ
ス
化
を
」
と
、

両
方
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
ほ

か
以
下
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

▽
通
過
交
通
と
生
活
道
路
の

す
み
分
け
を
図
り
な
が
ら
、
リ

ニ
ア
駅
に
近
く
さ
ら
に
住
宅
が

増
え
る
こ
と
も
想
定
し
て
道
路

網
の
整
備
を
考
え
る
べ
き
。

　

▽
４
車
線
化
し
て
も
店
が
な

く
な
っ
た
ら
困
る
。
生
活
を
基

本
に
考
え
た
道
路
整
備
を
。

　

▽
エ
ス
バ
ー
ド
か
ら
夕
映
え

道
路
に
つ
な
が
る
橋
が
で
き
、

車
の
流
れ
が
変
わ
る
。
夕
映
え

道
路
と
国
道
と
の
関
係
を
ど
う

す
る
か
が
問
題
。

　

▽
ま
ず
は
い
ろ
い
ろ
な
立
場

か
ら
自
由
に
意
見
を
出
せ
る
場

が
必
要
。
そ
れ
を
も
と
に
し
て

町
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
。
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精
一
杯
お
役
に

支
館
部
長　

宮
野
大
地

絆
を
深
め
る
場
に

分
館
長
主
事
会
会
長

新
井
博
文

　

今
年
度

下
市
田
の

分
館
長
主

事
会
の
会

長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
６
区
分
館
長

の
新
井
博
文
と
申
し
ま
す
。

　

分
館
主
事
に
就
任
し
て
か
ら

本
館
、
支
館
の
役
員
の
皆
様
、

ま
た
活
動
を
共
に
し
て
い
た
だ

い
た
分
館
長
主
事
の
皆
様
の
ご

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
早
い
も

の
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
活
動
は
、
地
域
の

皆
様
の
集
い
の
場
を
作
り
、
皆

令和８年度 下市田支館の事業計画
月 日（曜日） 事　　　　業
６月15日（月） 区報・館報「萩の郷」第124号発行
７月25日（土） 萩の郷夏祭り
９月27日（日） 萩の郷ふれあい広場（敬老祭）
10月15日（木） 区報・館報「萩の郷」第125号発行
10月24日（土） 高森ふるさと祭りおしるこサービス
１月17日（日） 萩の郷新春ゲームパーク
２月14日（日） 地元町議会議員と区民の懇談会
２月15日（月） 区報・館報「萩の郷」第126号発行
３月27、28日 萩山神社春祭り協力

令和８年度 下市田区各分館の事業計画
区 月 日（曜日） 事　　　　業

１
区

８月１日（土） 親子ふれあい教室（芋植え、ミニ夏祭り）
10月18日（日） 文化交流会
11月14日（土） 親子ふれあい教室（芋掘りと収穫祭）
12月13日（日） おやす作り
１月９日（土） どんど焼き準備
１月10日（日） どんど焼き

２
区

７月11日（土） 第33回 納涼祭
９月６日（日） スポーツ大会（モルック）
11月23日（月） 笑顔を増やそうプロジェクト
１月１日（金） 新年会

３
区
６月21日（日） 多世代交流 軽スポーツの集い
11月８日（日） ペタンク大会

４
区
６月21日（日） スポーツ大会＆焼肉交流会
９月13日（日） ふれあい広場
１月１日（金） 元旦マラソン

５
区

６月14日（日） スポーツ大会（モルック）
12月13日（日） おやす作り講習会
１月９日（土） ほんやり準備
１月10日（日） ほんやり
２月７日（日） おーい、お茶だに！

６
区
６月28日（日） 親睦モルック大会
12月　日（　） おやす作り
１月　日（　） どんど焼き

令和８年度 高森町公民館の事業計画
月 日（曜日） 事　　　　業
10月24日（土） 公民館文化祭
11月７日（土） 公民館スポーツフェス
１月３日（日） はたちの集い

【歳入の部】	 （単位：円、▲は減）

科　目 予算額 決算額 増　減

繰 越 金 828,920 828,920 0

区 支 出 金 2,080,000 2,080,000 0

町 支 出 金 500,000 571,519 71,519

雑 収 入 1,000 6,004 5,004

合　計 3,409,920 3,486,443 76,523

【歳入の部】	 （単位：円、▲は減）

科　目 予算額 対前年増減

繰 越 金 410,000 ▲ 418,920

区 支 出 金 3,000,000 920,000

町 支 出 金 550,000 50,000

雑 収 入 1,000 0

合　計 3,961,000 551,080

【歳出の部】	 （単位：円、▲は減）

科　目 予算額 決算額 増　減

総 務 費 1,523,200 1,382,414 ▲ 140,786

事 業 費 1,630,000 1,670,855 40,855

予 備 費 256,720 0 ▲ 256,720

合　計 3,409,920 3,053,269 ▲ 356,651

【歳出の部】	 （単位：円、▲は減）

科　目 予算額 対前年増減

総 務 費 1,673,200 150,000

事 業 費 2,240,000 610,000

予 備 費 47,800 ▲ 208,920

合　計 3,961,000 551,080

令和７年度 下市田支館決算
（令和７年４月１日〜令和８年３月31日）

歳入総額　　3,486,443円
歳出総額　　3,053,269円
差引残高　　 433,174円

令和８年度
下市田支館予算

（令和８年４月１日〜令和９年３月31日）
歳入・歳出総額
3,961,000円

６区分館主事
柴　潤一

（新任）

副支館部長
蜂谷貴子

（４区）

１区分館主事
小林康成

（新任）

副支館部長
徳山弘子

（１区）

　

４
月
よ

り
支
館
部

長
を
務
め

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
３
区
の
宮
野
大
地

と
申
し
ま
す
。
区
民
の
皆
様
に

は
安
養
寺
の
住
職
と
し
て
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
10
歳
の
頃
、
生
死
へ
の

素
朴
な
疑
問
を
き
っ
か
け
に
仏

門
に
入
り
ま
し
た
。
各
地
で
の

経
験
を
経
て
下
市
田
に
住
み
、

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
９
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
温
か
い
ご
支
援
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

役
員
経
験
が
な
く
、
行
事
等

で
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
精
一
杯
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
す
。
お
気
付
き
の
点
が

あ
れ
ば
ご
指
導
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

様
の
絆
を
深
め
る
こ
と
に
、
大

い
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
今
年
度
も
萩
の
郷
祭
り
、

敬
老
祭
等
々
、
公
民
館
の
イ
ベ

ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
は
是
非
ご
参
加

い
た
だ
い
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
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第
11
回
「
鯉
泳
ぐ
松
岡
城
址

新
緑
の
会
」
が
今
年
も
４
月
29

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
前
か
ら
食
べ
物
の
販
売
が

始
ま
り
、
本
丸
に
設
け
ら
れ
た

野
点
の
席
で
は
飯
田
女
子
高
校

茶
道
ク
ラ
ブ
に
よ
る
呈
茶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
主
催
す
る
松
岡

城
址
愛
護
会
の
杉
田
洋
一
会
長

は
「
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
、
こ
の
史
跡
に
多
く
の
方
に

来
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
演
奏
会
は
御
柱
木

遣
・
喇
叭
保
存
会
の
勇
壮
な
木

遣
り
で
開
幕
。「
野
に
咲
く
花

と
下
市
田
３
区
高
寿
会
歌
謡

会
」
は
唱
歌
な
ど
の
合
唱
に
続

き
「
伊
那
谷
生
ま
れ
の
市
田

柿
」
を
踊
り
ま
し
た
。
コ
カ
リ

ナ
サ
ー
ク
ル
「
か
っ
こ
う
」
の

コ
カ
リ
ナ
演
奏
、「
松
岡
城
の

風
合
唱
団
」
の
合
唱
と
西
川
鯉

那
さ
ん
の
日
本
舞
踊
、
に
こ
に

こ
フ
レ
ン
ズ
の
二
胡
の
演
奏
と
、

今
回
も
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。

　

地
元
の
下
市
田
４
区
が
共
催

で
、
自
治
会
役
員
な
ど
が
運
営

ス
タ
ッ
フ
を
務
め
ま
し
た
。
ま

た
下
市
田
区
も
後
援
に
入
っ
て

お
り
、
代
議
員
会
が
テ
ン
ト
設

営
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

愛
護
会
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

前
後
、
４
月
17
日
か
ら
５
月
10

日
ま
で
本
丸
に
多
数
の
鯉
の
ぼ

り
を
揚
げ
、
さ
わ
や
か
な
新
緑

の
季
節
を
演
出
し
て
訪
れ
る
人

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

第
47
回
北
信
越
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
カ
ヌ
ー
競
技
が
５
月

23
・
24
日
、
明
神
橋
付
近
の
天

竜
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。
ス
ラ
ロ
ー
ム
、

ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
２
競

技
に
北
信
越
５
県
の
代
表
選
手

13
人
が
出
場
し
、
国
ス
ポ
本
大

会
の
出
場
権
を
か
け
て
順
位
を

競
い
ま
し
た
。

　

明
神
橋
下
の
堤
防
に
は
壬
生

町
長
は
じ
め
多
く
の
町
民
が
足

を
運
び
、
競
技
を
見
守
り
ま
し

　

松
岡
城
址
愛
護
会
は
毎
年
５

月
か
ら
10
月
ま
で
毎
月
、
松
岡

城
址
の
草
刈
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

同
会
は
25
年
前
の
平
成
13
年

に
発
足
し
、
当
時
う
っ
そ
う
と

た
。
周
辺
に
は
高
森
中
を
３
月

に
卒
業
し
た
生
徒
た
ち
が
作
成

し
た
「
カ
ヌ
ー
の
ま
ち
た
か
も

り
」
Ｐ
Ｒ
の
の
ぼ
り
旗
も
飾
ら

れ
ま
し
た
。

　

令
和
10
年
９
～
10
月
の
信
州

や
ま
な
み
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
は
、
山
吹
が
カ
ヌ
ー
と
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
競
技
会
場

に
な
り
ま
す
。

地
元
の
史
跡
に
親
し
ん
で

鯉
泳
ぐ
松
岡
城
址
新は

る緑
の
会

愛
護
会
と
代
議
員

夏
季
毎
月
草
刈
り

北
信
越
国
ス
ポ

高
森
で
カ
ヌ
ー

茂
っ
て
い
た
雑
木
や
竹
を
数
年

が
か
り
で
伐
採
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
10
年
目
を
迎
え
る
頃
か

ら
松
岡
城
址
を
広
く
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
活
動
に
移
行

し
、
春
と
秋
に
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
。
現
在
は
４
月
29
日
の
「
鯉

泳
ぐ
松
岡
城
址
新
緑
の
会
」
と

10
月
の
「
松
岡
城
秋
の
陣
」
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

夏
季
の
草
刈
り
に
は
下
市
田

区
の
代
議
員
会
も
協
力
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
平
成
19
年
度
、

高
森
町
制
50
周
年
に
合
わ
せ
て

町
が
21
地
区
に
記
念
植
樹
用
の

樹
木
を
配
布
し
た
際
、
下
市
田

区
で
は
榎
の
木
６
本
を
ま
と
め

て
松
岡
城
址
の
本
丸
北
側
に
植

え
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
代
議

員
会
が
草
刈
り
を
続
け
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

草を刈りいつも快適に（５月10日）

さわやかな風に泳ぐ鯉のぼり

「野に咲く花と３区高寿会歌謡会」

中学生が作ったPRののぼり旗も

明神橋下の特設コースで流れに挑む
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わ
た
し
の
作
文
ぼ
く
の
作
文

　

65
年
前
の
三
六
災
害
。
天
竜

川
の
堤
防
決
壊
の
ほ
か
、
大
島

川
や
南
大
島
川
で
は
橋
の
下
に

引
っ
か
か
っ
た
流
木
に
土
石
が

編

集

委

員

イ
ン
コ
の
キ
イ
ち
ゃ
ん

小
６　

酒
井
ま
お
み（
３
区
）

私
の
好
き
な
こ
と

小
６　

宮
沢
　
葵あ
お
い（

２
区
）

　

私
の
家
で
は
セ
キ
セ
イ
イ
ン

コ
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
羽
根
が

黄
色
い
の
で
ウ
チ
で
は
「
キ
イ

ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

朝
は
い
つ
も
窓
の
外
を
見

て
「
ピ
ー
ピ
ー
」
と
鳴
い
て
い

ま
す
。
私
が
学
校
に
行
く
と
き
、

帰
っ
て
き
た
と
き
に
「
ピ
ー

ピ
ー
」
と
鳴
い
て
く
れ
ま
す
。

た
ま
に
私
の
名
前
を
呼
ん
で
く

れ
ま
す
。

　

私
の
好
き
な
こ
と
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
と
ダ
ン
ス
で
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
低
学
年
か

ら
続
け
て
い
て
、
ラ
ケ
ッ
ト
に

シ
ャ
ト
ル
が
き
れ
い
に
当
た
っ

た
時
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

試
合
で
は
緊
張
し
て
失
敗
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
勝
て
た

時
は
「
も
っ
と
頑
張
ろ
う
」
と

思
え
ま
す
。

　

ダ
ン
ス
で
は
音
楽
に
合
わ
せ

　

鳥
カ
ゴ
の
と
び
ら
を
開
け
る

と
飛
ん
で
部
屋
の
中
を
一
周
し

ま
す
。
鳥
用
の
ボ
ー
ル
を
あ
げ

る
と
、
ブ
ン
ブ
ン
ふ
り
ま
わ
し

て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
っ
と
言
葉
を
覚

え
て
、
い
っ
ぱ
い
お
し
ゃ
べ
り

し
て
ほ
し
い
で
す
。

て
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き

で
す
。
最
初
は
う
ま
く
踊
れ
ず

悔
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、

練
習
を
続
け
て
踊
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続
け
、

も
っ
と
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

支
館
部
員
の
一
部
交
代
に
と

も
な
い
、
４
月
か
ら
次
の
み
な

さ
ん
が
区
報
・
館
報「
萩
の
郷
」

編
集
委
員
に
加
わ
り
ま
し
た
。

◇
支
館
部
員　
▽
３
区
＝
酒
井

祐
樹
、
仲
平
千
栄
子
▽
６
区
＝

岡
本
な
み
紀

カ
ー
リ
ン
コ
ン
流
行
す
る
？

支
分
館
長
主
事
会　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

　

高
森
町
公
民
館
の
支
分
館
長

主
事
会
は
５
月
20
日
、
山
吹
ほ

た
る
パ
ー
ク
室
内
ア
リ
ー
ナ
で

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を
開

き
ま
し
た
。
下
市
田
か
ら
は
支

館
長
と
３
区
、
５
区
、
６
区
の

分
館
長
主
事
が
参
加
し
、
ボ
ッ

チ
ャ
と
カ
ー
リ
ン
コ
ン
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
正
式
種
目
で
、
日
本
代
表

も
活
躍
し
て
い
る
の
で
、
知
っ

て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

カ
ー
リ
ン
コ
ン
は
カ
ー
リ
ン

グ
を
室
内
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
ゲ
ー
ム
で
、
表
裏
が
赤
と
緑

の
デ
ィ
ス
ク
を
使
い
、
目
標
の

ポ
イ
ン
ト
に
相
手
よ
り
近
づ
け

る
こ
と
を
競
い
ま
す
。
デ
ィ
ス

ク
が
ひ
っ
く
り
返
る
と
相
手
の

色
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が

特
徴
で
す
。

　

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
指
導

で
、
ル
ー
ル
を
学
び
な
が
ら
ひ

と
通
り
プ
レ
ー
を
体
験
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
ペ
タ
ン
ク
よ
り

体
力
が
い
ら
ず
、
年
齢
に
関
係

な
く
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
で
、
参
加

者
は
「
こ
れ
は
流
行
す
る
の
で

は
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
分
館
の
事
業
な
ど
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
際
に
は
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
参
加
し
て
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

詰
ま
り
氾
濫
が
起
き
ま
し
た
。

　

全
町
一
斉
の
河
川
清
掃
が
始

ま
っ
た
の
は
昭
和
50
年
。
全
町

の
３
分
の
２
の
世
帯
が
参
加
し

ま
し
た
。
三
六
災
害
の
記
憶
が

新
し
く
、
多
く
の
町
民
が
自
然

に
河
川
清
掃
の
意
義
を
認
め
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
長
年
の
間

に
本
来
の
意
義
が
忘
れ
ら
れ
、

た
だ
負
担
に
感
じ
る
だ
け
の
作

業
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
…

　

河
川
清
掃
、
ご
み
回
収
、
そ

し
て
自
治
組
織
の
あ
り
方
。
こ

れ
ら
の
見
直
し
が
進
む
中
で
、

改
め
て
町
民
や
地
区
の
役
割
が

問
い
直
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

カーリンコンのルールを学ぶ

プレーは初めてのボッチャ
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令
和
８
年

萩
山
神
社
春
祭
り

❖
獅
子
曳
き
❖

❖
浦
安
の
舞
姫
❖

梅
王本

島　
　

有ゆ
う

く
ん（
６
区
）

松
王北

沢　

真ま

お緒
く
ん（
６
区
）

桜
丸山

口
曾そ

う
じ
ろ
う

次
郎
く
ん（
３
区
）

宮
澤
こ
は
る
さ
ん（
１
区
）

宮
沢　
　

葵あ
お
い

さ
ん（
２
区
）

福
澤　

真ま

ほ帆
さ
ん（
３
区
）

澤　
　

明あ

か

り凜
さ
ん（
４
区
）

藤
田　

楓ふ

う

か禾
さ
ん（
５
区
）

伊
藤　

千ち

な

つ夏
さ
ん（
６
区
）

松
岡
南
城
の
縄
張
り
し
の
ぶ

松
岡
南
城
の
縄
張
り
し
の
ぶ

下
市
田
４
区
上
段
で
史
跡
巡
り

下
市
田
４
区
上
段
で
史
跡
巡
り

　

下
市
田
史
談
会
と
町
公
民
館

は
５
月
10
日
、「
魅
力
発
見
！

町
あ
る
き
春
―
下
市
田
４
区
の

史
跡
や
文
化
財
を
め
ぐ
る
パ
ー

ト
２
」
を
開
催
。
小
学
生
数
人

を
含
む
約
50
人
が
参
加
し
、
４

区
上
段
の
史
跡
を
巡
り
ま
し
た
。

　

松
源
寺
駐
車
場
で
出
発
の
会

の
後
、
本
堂
の
裏
に
あ
る
墓
地

に
ま
わ
り
、
同
寺
の
開
基
・
明み

ん

甫ぽ

正せ
い

哲て
つ

居こ

じ士
の
墓
塔
と
開
山
・

文ぶ
ん

寂し
ゅ
く

瑞ず
い
い
く
ぜ
ん

郁
禅
師じ

の
供
養
塔
を
見

学
し
ま
し
た
。
明
甫
正
哲
居
士

は
室
町
時
代
中
期
の
第
12
代
松

岡
城
主
・
松
岡
貞
正
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
開
山
（
初
代
住

職
）
の
文
叔
瑞
郁
禅
師
は
貞
正

の
実
弟
で
、
後
に
臨
済
宗
妙
心

寺
の
第
24
世
住
持
と
な
っ
た
名

僧
で
し
た
。

　

松
源
寺
か
ら
出
る
際
に
は
、

善
行
寺
と
元
善
行
寺
へ
の
道
を

示
す
小
さ
な
道
標
に
し
ば
し
足

を
止
め
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
こ
の
日
の
メ
イ
ン

と
な
る
松
岡
南
城
へ
。
同
城
は

松
岡
城
か
ら
新
井
川
の
銚
子
ケ

洞
を
隔
て
て
南
に
あ
る
小
さ
な

城
で
し
た
。
南
側
の
急
斜
面
に

何
本
も
竪
堀
が
あ
る
の
を
観
察

し
な
が
ら
進
み
、
曲
輪
を
区
切

る
堀
切
に
設
け
ら
れ
た
せ
ま
い

土
橋
を
渡
っ
て
三
の
丸
、
二
の

丸
、
そ
し
て
本
丸
の
跡
に
入
り

ま
し
た
。

　

本
丸
の
東
西
に
は
今
で
も
高

さ
１
ｍ
ほ
ど
の
土
塁
が
残
っ
て

い
ま
す
。
二
の
丸
、
三
の
丸
に

も
か
つ
て
は
土
塁
が
あ
り
ま
し

た
が
、
昭
和
後
期
の
構
造
改
善

事
業
で
城
址
の
わ
き
を
水
田
に

し
た
際
、
土
塁
を
削
っ
て
堀
切

を
埋
め
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
話
で
す
。

　

そ
の
後
は
明
大
野
球
部
の
御

大
と
し
て
知
ら
れ
る
島
岡
吉
郎

氏
の
墓
所
、
新
井
の
シ
ャ
ゴ
ジ

を
経
て
、
松
岡
氏
の
元
の
居
城

が
あ
っ
た
松
岡
古
城
・
一
本
杉

へ
。
最
後
は
松
源
寺
に
戻
る
途

中
で
間
ケ
沢
堤
に
立
ち
寄
り
ま

し
た
が
、
こ
の
堤
は
江
戸
後
期

の
天
保
の
大
飢
饉
の
後
、
下
市

田
の
人
々
が
干
ば
つ
に
備
え
て

造
っ
た
堤
の
１
つ
で
し
た
。

倒
木
で
壊
れ
た

石
灯
籠
再
建萩山

神
社

　

昨
年
９
月
、
萩
山
神
社
拝
殿

の
石
灯
籠
が
倒
木
に
よ
っ
て
全

壊
し
ま
し
た
が
、
幸
い
保
険
で

再
建
費
用
を
全
額
ま
か
な
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
３
月
の
春

祭
り
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
４
月
に
新
し
い
石
灯

籠
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

松源寺から出発

土橋をわたり松岡南城の曲輪へ

本丸には土塁が残っている

再建された石灯籠


